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路線名等

工事箇所

図面名

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号

阿南小松島線（加茂谷トンネル）

阿南市加茂町不け

/

徳島県南部総合県民局県土整備部(阿南)

1:100 5

Ｒ３阿土 阿南小松島線（加茂谷トンネル）
阿南・加茂　トンネル修繕工事

対策工展開図

区　　分

健全I

予防保全段階II

早期措置段階III

緊急措置段階IV

状　　態

道路トンネルの機能に支障が生じていない状態。

道路トンネルの機能に支障が生じていないが、予防保全の観点
から措置を講ずることが望ましい状態。

道路トンネルの機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置
を講ずべき状態。

道路トンネルの機能に支障が生じている。又は生じる可能性が
著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。

健　全　度　判　定　区　分

「道路トンネル定期点検要領(自治体用)H31.2」

注1）FRPメッシュは、変状箇所を包括し、四方に最低50cm以上の設置余裕しろを確保する。
　　 なお目地を跨ぐ場合も同様である。固定用コンクリートアンカーはM6*70を標準とするが、損傷箇
　　 所や断面修復箇所に設置する場合は、健全な覆工に定着できるアンカー長とすること。
注2）ビニロンメッシュは、変状箇所を包括し、四方に最低20cm以上の設置余裕しろを確保する。
　　 なお目地を跨ぐ場合も同様である。固定用コンクリートアンカーはφ8*70を標準とするが、損傷箇
　　 所や断面修復箇所に設置する場合は、健全な覆工に定着できるアンカー長とすること。
注3）炭素繊維シートは、覆工巻厚(35cm)+20cm（最低55cm以上）の定着長を確保すること。
　　 目地を跨ぐ場合は、目地部で20cm程度以上の自由長を確保する。
注4）”にじみ”程度の漏水対策は、ひび割れ注入工による止水を選定しているが、漏水量が多い場合や
　　 止水することにより別の場所から新たな漏水が発生するような場合は、溝切型導水工や導水樋工に変更する。
注5）漏水箇所において遊離石灰が発生している場合は、ケレンによるハツリ落としを行った後、所定の対策工を施すこと。
注6) はつり落とし時に鉄筋が露出した場合は、はつり落とし深さに関わらず鉄筋の錆を確実に除去し、
　　 エポキシ樹脂塗装等の防錆処理を行う。
注7) はつり落とし深さが5cm以上となる場合は、断面修復工を行い、ネット工を施すこと。（アーチ部：FRP、側壁部：ビニロンメッシュ）

※展開図内の寸法は、
　面積：横断方向(m) * 縦断方向(m)
　体積：横断方向(m) * 縦断方向(m) * 厚み(m)
　延長：長さ(m),(幅(mm))

至 那賀郡 至 小松島市対策工展開図　（1/4）S=1:100

（1/4）

1

起点からの距離
0.55m

起点からの距離
5.55m

起点からの距離
15.85m

起点からの距離
26.05m

起点からの距離
35.90m

起点からの距離
46.00m

起点からの距離
56.10m

S.L

S6-01

漏水(にじみ)
2400*3700

S5-01

漏水(にじみ)
2400*600

S5-03

漏水(滴水)
8100*500

S4-02

はく落
450*150

D=40

S4-01
遊離石灰
50*200

S4-04
うき
500*200

S5-02

漏水(滴水)
7500*500

S4-05

はく落
700*200

D=50

S4-03はく落
450*100

D=50

S6-03

漏水(にじみ)
600*500

S2-02

うき
300*100

S3-01

はく落
850*80
D=20

TL=800

S2-04

はく落
300*150

D=40

PS-01

遊離石灰
5000*300
豆板

S2-01

うき
200*30

S2-03

はく落
500*200

D=40

S6-02

漏水(にじみ)
2200*3200

S1-01

豆板
100*200
D=20

S6-06

うき
1000*150

S6-07はく落
300*150
D=40

S6-05

はく落
2700*120

D=50

S6-04

漏水(にじみ)
1900*800

PS
(坑口含む) S05S04S03S02S01スパン番号

ひび割れ密度(cm/m2)

外力による変状

材質劣化による変状

漏水等による変状

覆工スパン毎の診断

点
検
結
果

0.00

I

II

4.17 0.00 13.83

I I

I

II

II

I

II

II

I

II

II

II

II

II

II

II

I I

16.286.42

I

I

II

II

PS
(坑口含む)

スパン番号

m3

m3

m2

m2

m2

ネット工
（FRPメッシュ）

導水樋工
（160型）

表面含浸工
（けい酸ナトリウム系）

ネット工
（ビニロンメッシュ）

はつり落とし工

断面修復工
（ポリマーセメント）

炭素繊維シート接着工
(2方向1層 200g/m2 or 300g/m2）

流末排水工
（PU-1-B150-H150）

m2

m

m

m

材質劣化対策

はく落対策

漏水対策

S05S04S03S02S01

m2
劣化防止コーティング
（エポキシ樹脂系）

ひび割れ注入工
(超微粒子無機系）

有効巻厚による判定

突発性崩壊による判定

覆工スパン毎の診断

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

II

I

II

I

I

I

非
破
壊
調
査
結
果

S06

I

II

II

II

13.64

II

I

II

S06

トンネル中心

道路センター

0.60*0.10

1.10*1.20
0.10*0.20

0.20*0.03*0.03
0.20*0.03

0.30*0.10*0.03
0.30*0.10

0.50*0.20

0.30*0.15 0.85*0.08

L1.00,W1.0

0.45*0.15

4.20*1.20

0.45*0.10*0.05

0.50*0.20
0.50*0.20*0.03

0.70*0.20*0.05
L1.00,W0.2 L4.00,W0.2

L7.50

L8.10

L11.00,W0.3

L1.00,W0.3

L1.00,W0.4

2.70*0.12*0.05

1.00*0.15*0.03
1.00*0.15

0.30*0.15

5.40*1.15

流末排水工　L2.30
（PU-1-B150-H150）

施工延長 L=228.40m

0.060

1.32

0.020

0.0012

0.181 0.068

0.0030

0.168

0.0093

5.04

1.00

15.60

2.30

1.00

0.0045

0.195

0.0162

6.21

17.00

実施設計図面

S1 5.00m S2 10.30m S3 10.20m S4 9.85m S5 10.10m S6 10.10mPS0.55m



工事名
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図面名

縮 尺
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区　　分

健全I

予防保全段階II

早期措置段階III

緊急措置段階IV

状　　態

道路トンネルの機能に支障が生じていない状態。

道路トンネルの機能に支障が生じていないが、予防保全の観点
から措置を講ずることが望ましい状態。

道路トンネルの機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置
を講ずべき状態。

道路トンネルの機能に支障が生じている。又は生じる可能性が
著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。

健　全　度　判　定　区　分

「道路トンネル定期点検要領(自治体用)H31.2」

注1）FRPメッシュは、変状箇所を包括し、四方に最低50cm以上の設置余裕しろを確保する。
　　 なお目地を跨ぐ場合も同様である。固定用コンクリートアンカーはM6*70を標準とするが、損傷箇
　　 所や断面修復箇所に設置する場合は、健全な覆工に定着できるアンカー長とすること。
注2）ビニロンメッシュは、変状箇所を包括し、四方に最低20cm以上の設置余裕しろを確保する。
　　 なお目地を跨ぐ場合も同様である。固定用コンクリートアンカーはφ8*70を標準とするが、損傷箇
　　 所や断面修復箇所に設置する場合は、健全な覆工に定着できるアンカー長とすること。
注3）炭素繊維シートは、覆工巻厚(35cm)+20cm（最低55cm以上）の定着長を確保すること。
　　 目地を跨ぐ場合は、目地部で20cm程度以上の自由長を確保する。
注4）”にじみ”程度の漏水対策は、ひび割れ注入工による止水を選定しているが、漏水量が多い場合や
　　 止水することにより別の場所から新たな漏水が発生するような場合は、溝切型導水工や導水樋工に変更する。
注5）漏水箇所において遊離石灰が発生している場合は、ケレンによるハツリ落としを行った後、所定の対策工を施すこと。
注6) はつり落とし時に鉄筋が露出した場合は、はつり落とし深さに関わらず鉄筋の錆を確実に除去し、
　　 エポキシ樹脂塗装等の防錆処理を行う。
注7) はつり落とし深さが5cm以上となる場合は、断面修復工を行い、ネット工を施すこと。（アーチ部：FRP、側壁部：ビニロンメッシュ）

※展開図内の寸法は、
　面積：横断方向(m) * 縦断方向(m)
　体積：横断方向(m) * 縦断方向(m) * 厚み(m)
　延長：長さ(m),(幅(mm))

至 那賀郡 至 小松島市対策工展開図　（2/4）S=1:100

2

起点からの距離
56.10m

起点からの距離
66.15m

起点からの距離
76.25m

起点からの距離
86.30m

起点からの距離
96.30m

起点からの距離
106.40m

起点からの距離
116.50m

S9-04はく落
200*60
D=30

S9-03空洞（異音）
5500*1800

S6-03

漏水(にじみ)
600*500

S9-02

はく落
200*200
D=40

S12-01

豆板
150*150
D=20

S10-01

うき
200*50
撤去
D=50

S9-01

はく落
200*30
D=30

S6-06

うき
1000*150

S6-07はく落
300*150
D=40

S12-02

豆板
400*400
D=10

S6-05

はく落
2700*120

D=50

S6-04

漏水(にじみ)
1900*800

.3

L1.00,W0.3

L1.00,W0.4

2.70*0.12*0.05

1.00*0.15*0.03
1.00*0.15

0.30*0.15

5.40*1.15

0.20*0.03

0.20*0.20

0.20*0.06

0.20*0.05*0.05
0.60*0.45

1.15*1.15
0.15*0.15

1.40*1.40
0.40*0.40

施工延長 L=228.40m

6.10*3.00
(200g/m2)

S07

I

I

I

I

11.19

II

I

II

S08

I

I

I

I

12.08

II

I

II

S09

I

III

I

III

9.81

II

I

II

S10

I

II

I

II

6.45

II

I

II

S11

I

I

I

I

6.03

II

I

II

S12

I

II

I

II

15.92

II

I

II

S07 S08 S09 S10 S11 S12

スパン番号

ひび割れ密度(cm/m2)

外力による変状

材質劣化による変状

漏水等による変状

覆工スパン毎の診断

点
検
結
果

スパン番号

m3

m3

m2

m2

m2

ネット工
（FRPメッシュ）

導水樋工
（160型）

表面含浸工
（けい酸ナトリウム系）

ネット工
（ビニロンメッシュ）

はつり落とし工

断面修復工
（ポリマーセメント）

炭素繊維シート接着工
(2方向1層 200g/m2 or 300g/m2）

流末排水工
（PU-1-B150-H150）

m2

m

m

m

材質劣化対策

はく落対策

漏水対策

m2
劣化防止コーティング
（エポキシ樹脂系）

ひび割れ注入工
(超微粒子無機系）

有効巻厚による判定

突発性崩壊による判定

覆工スパン毎の診断

非
破
壊
調
査
結
果

0.058

18.30

0.0005

0.27

3.28

0.183

阿南小松島線（加茂谷トンネル）

阿南市加茂町不け

徳島県南部総合県民局県土整備部(阿南)

Ｒ３阿土 阿南小松島線（加茂谷トンネル）
阿南・加茂　トンネル修繕工事

対策工展開図（2/4）

実施設計図面

S7 10.05m S8 10.10m S9 10.05m S10 10.00m S11 10.10m S12 10.10m



工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号 /1:100 5

区　　分

健全I

予防保全段階II

早期措置段階III

緊急措置段階IV

状　　態

道路トンネルの機能に支障が生じていない状態。

道路トンネルの機能に支障が生じていないが、予防保全の観点
から措置を講ずることが望ましい状態。

道路トンネルの機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置
を講ずべき状態。

道路トンネルの機能に支障が生じている。又は生じる可能性が
著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。

健　全　度　判　定　区　分

「道路トンネル定期点検要領(自治体用)H31.2」

注1）FRPメッシュは、変状箇所を包括し、四方に最低50cm以上の設置余裕しろを確保する。
　　 なお目地を跨ぐ場合も同様である。固定用コンクリートアンカーはM6*70を標準とするが、損傷箇
　　 所や断面修復箇所に設置する場合は、健全な覆工に定着できるアンカー長とすること。
注2）ビニロンメッシュは、変状箇所を包括し、四方に最低20cm以上の設置余裕しろを確保する。
　　 なお目地を跨ぐ場合も同様である。固定用コンクリートアンカーはφ8*70を標準とするが、損傷箇
　　 所や断面修復箇所に設置する場合は、健全な覆工に定着できるアンカー長とすること。
注3）炭素繊維シートは、覆工巻厚(35cm)+20cm（最低55cm以上）の定着長を確保すること。
　　 目地を跨ぐ場合は、目地部で20cm程度以上の自由長を確保する。
注4）”にじみ”程度の漏水対策は、ひび割れ注入工による止水を選定しているが、漏水量が多い場合や
　　 止水することにより別の場所から新たな漏水が発生するような場合は、溝切型導水工や導水樋工に変更する。
注5）漏水箇所において遊離石灰が発生している場合は、ケレンによるハツリ落としを行った後、所定の対策工を施すこと。
注6) はつり落とし時に鉄筋が露出した場合は、はつり落とし深さに関わらず鉄筋の錆を確実に除去し、
　　 エポキシ樹脂塗装等の防錆処理を行う。
注7) はつり落とし深さが5cm以上となる場合は、断面修復工を行い、ネット工を施すこと。（アーチ部：FRP、側壁部：ビニロンメッシュ）

※展開図内の寸法は、
　面積：横断方向(m) * 縦断方向(m)
　体積：横断方向(m) * 縦断方向(m) * 厚み(m)
　延長：長さ(m),(幅(mm))

至 那賀郡 至 小松島市対策工展開図　（3/4）S=1:100

3

起点からの距離
116.50m

起点からの距離
126.35m

起点からの距離
136.45m

起点からの距離
146.55m

起点からの距離
156.65m

起点からの距離
166.65m

起点からの距離
177.05m

S13-04

うき
600*150

S14-02

はく落
250*30
D=30

S16-03

空洞（異音）
5100*1200

S13-01

はく落
1000*350
D=60

S13-03

うき
300*100

S17-01

うき
600*80

S16-02

空洞（異音）
3200*2200

S18-03

うき
150*100

撤去
D=50

S16-01

はく落
300*30
D=30

S14-01

はく落
200*30
D=50

S18-04

はく落
800*80
D=80

S18-02

うき
300*200

S18-01

豆板
100*2300
D=20

S16-05

はく落
450*100

D=30

S16-04

うき
1500*200

S14-03

うき
2800*300

S13-02

うき
500*200

S15-01

はく落
550*150

D=50

S15-02

はく落
350*150

D=40

1.10*3.30
0.10*2.30

1.00*0.35*0.06
2.60*1.35

0.30*0.10
0.30*0.10*0.03

0.50*0.20
0.50*0.20*0.03

0.60*0.15
0.60*0.15*0.03

0.20*0.03*0.05
0.60*0.45

0.25*0.03

2.80*0.30*0.03
3.80*1.30

2.80*0.30*0.03
0.55*0.15*0.05
2.70*1.15

0.35*0.15

0.30*0.03

1.50*0.20
1.50*0.20*0.03

0.45*0.10

0.60*0.08*0.03
0.60*0.08

0.30*0.20
0.30*0.20*0.03

0.15*0.10*0.05
1.15*1.10

0.80*0.08*0.08
1.80*1.10

施工延長 L=228.40m

10.00*3.50
(300g/m2)

S13

I

II

I

II

11.18

I

I

I

S14

I

II

I

II

2.72

II

I

II

S15

I

II

I

II

0.00

II

I

II

S16

I

III

I

III

8.39

III

I

III

S17

I

II

I

II

5.97

II

I

II

S18

I

II

I

II

2.44

II

I

II

S13 S14 S15 S16 S17 S18

スパン番号

ひび割れ密度(cm/m2)

外力による変状

材質劣化による変状

漏水等による変状

覆工スパン毎の診断

点
検
結
果

スパン番号

m3

m3

m2

m2

m2

ネット工
（FRPメッシュ）

導水樋工
（160型）

表面含浸工
（けい酸ナトリウム系）

ネット工
（ビニロンメッシュ）

はつり落とし工

断面修復工
（ポリマーセメント）

炭素繊維シート接着工
(2方向1層 200g/m2 or 300g/m2）

流末排水工
（PU-1-B150-H150）

m2

m

m

m

材質劣化対策

はく落対策

漏水対策

m2
劣化防止コーティング
（エポキシ樹脂系）

ひび割れ注入工
(超微粒子無機系）

有効巻厚による判定

突発性崩壊による判定

覆工スパン毎の診断

非
破
壊
調
査
結
果

0.0066

0.220

0.0210

3.51

0.0252

0.008

0.0255

4.94

0.27

0.053

0.0042

3.11

0.0090

0.354

35.00

0.0015

0.048

0.0018

0.060

0.0059

6.88

0.230

阿南小松島線（加茂谷トンネル）

阿南市加茂町不け

徳島県南部総合県民局県土整備部(阿南)

Ｒ３阿土 阿南小松島線（加茂谷トンネル）
阿南・加茂　トンネル修繕工事

対策工展開図（3/4）

実施設計図面

S13 9.85m S14 10.10m S15 10.10m S16 10.10m S17 10.00m S18 10.40m



工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号 /1:100 5

区　　分

健全I

予防保全段階II

早期措置段階III

緊急措置段階IV

状　　態

道路トンネルの機能に支障が生じていない状態。

道路トンネルの機能に支障が生じていないが、予防保全の観点
から措置を講ずることが望ましい状態。

道路トンネルの機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置
を講ずべき状態。

道路トンネルの機能に支障が生じている。又は生じる可能性が
著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。

健　全　度　判　定　区　分

「道路トンネル定期点検要領(自治体用)H31.2」

注1）FRPメッシュは、変状箇所を包括し、四方に最低50cm以上の設置余裕しろを確保する。
　　 なお目地を跨ぐ場合も同様である。固定用コンクリートアンカーはM6*70を標準とするが、損傷箇
　　 所や断面修復箇所に設置する場合は、健全な覆工に定着できるアンカー長とすること。
注2）ビニロンメッシュは、変状箇所を包括し、四方に最低20cm以上の設置余裕しろを確保する。
　　 なお目地を跨ぐ場合も同様である。固定用コンクリートアンカーはφ8*70を標準とするが、損傷箇
　　 所や断面修復箇所に設置する場合は、健全な覆工に定着できるアンカー長とすること。
注3）炭素繊維シートは、覆工巻厚(35cm)+20cm（最低55cm以上）の定着長を確保すること。
　　 目地を跨ぐ場合は、目地部で20cm程度以上の自由長を確保する。
注4）”にじみ”程度の漏水対策は、ひび割れ注入工による止水を選定しているが、漏水量が多い場合や
　　 止水することにより別の場所から新たな漏水が発生するような場合は、溝切型導水工や導水樋工に変更する。
注5）漏水箇所において遊離石灰が発生している場合は、ケレンによるハツリ落としを行った後、所定の対策工を施すこと。
注6) はつり落とし時に鉄筋が露出した場合は、はつり落とし深さに関わらず鉄筋の錆を確実に除去し、
　　 エポキシ樹脂塗装等の防錆処理を行う。
注7) はつり落とし深さが5cm以上となる場合は、断面修復工を行い、ネット工を施すこと。（アーチ部：FRP、側壁部：ビニロンメッシュ）

※展開図内の寸法は、
　面積：横断方向(m) * 縦断方向(m)
　体積：横断方向(m) * 縦断方向(m) * 厚み(m)
　延長：長さ(m),(幅(mm))

至 那賀郡 至 小松島市対策工展開図　（4/4）S=1:100
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I

II
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II
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I

II

I

II

0.00
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(坑口含む)S19 S20 S21 S22 S23

スパン番号

ひび割れ密度(cm/m2)

外力による変状

材質劣化による変状

漏水等による変状

覆工スパン毎の診断

点
検
結
果

スパン番号

m3

m3

m2

m2

m2

ネット工
（FRPメッシュ）

導水樋工
（160型）

表面含浸工
（けい酸ナトリウム系）

ネット工
（ビニロンメッシュ）

はつり落とし工

断面修復工
（ポリマーセメント）

炭素繊維シート接着工
(2方向1層 200g/m2 or 300g/m2）

流末排水工
（PU-1-B150-H150）

m2

m

m

m

材質劣化対策

はく落対策

漏水対策

m2
劣化防止コーティング
（エポキシ樹脂系）

ひび割れ注入工
(超微粒子無機系）

有効巻厚による判定

突発性崩壊による判定

覆工スパン毎の診断

非
破
壊
調
査
結
果

0.0063

0.210

0.0019

1.44

0.112

0.0006

0.30

1.20 1.20

起点からの距離
177.05m

起点からの距離
187.50m

起点からの距離
197.70m

起点からの距離
207.90m

起点からの距離
217.15m

起点からの距離
227.65m

起点からの距離
228.40m

S.
L

舗装のはがれ
6000*600
段差有

S21-01

はく落
200*60
D=50

P23-01

漏水(にじみ)
1200*500

S22-01

漏水(にじみ)
500*600

S19-02

うき
250*150

撤去
D=50

S18-03

うき
150*100

撤去
D=50

S20-01 豆板
40*2800
D=10

S18-04

はく落
800*80
D=80

S18-02

うき
300*200

S19-01

うき
700*300

道路センター

トンネル中心

0.04*2.80

0.30*0.20
0.30*0.20*0.03

0.15*0.10*0.05
1.15*1.10

0.80*0.08*0.08
1.80*1.10

0.70*0.30
0.70*0.30*0.03

0.25*0.15*0.05
1.25*1.15

0.20*0.06*0.05
0.60*0.50

L1.20L1.20

施工延長 L=228.40m

S.L

1.50% 1.50%1.50% 1.50%

標準断面図　S=1:100

阿南小松島線（加茂谷トンネル）

阿南市加茂町不け

徳島県南部総合県民局県土整備部(阿南)

Ｒ３阿土 阿南小松島線（加茂谷トンネル）
阿南・加茂　トンネル修繕工事

対策工展開図（4/4）

実施設計図面

S19 10.45m S20 10.20m S21 10.20m S22 9.25m S23 10.50m PE0.75m

500 2750 2750 500

6500 7502000

道路センタートンネル中心

12
50

25
0

35
0

740



はつり落とし工

対策工詳細図

表面含浸材塗布

炭素繊維シート

(目付量200g/m2および300gm2)

コンクリート劣化部を取り除く

けい酸ナトリウム系

2方向1層

注）・炭素繊維シートは、覆工巻厚(35cm)+20cm（最低55cm以上）の定着長を確保すること。
　　・目地を跨ぐ場合は、目地部で20cm程度以上の自由長を確保する。

注) ・はつり落とし時に鉄筋が露出した場合は、はつり落とし深さに関わらず鉄筋の錆を確実に除
　　　去し、エポキシ樹脂塗装等の防錆処理を行う。

劣化防止コーティング工

エポキシ樹脂系

断面修復工

ポリマーセメントモルタル

(平均250)

注) ひび割れからの”にじみ”の止水を目的としている。

インジェクター

インジェクター

ひび割れ注入工 S=1:3

※注入材は超微粒子セメント系

注）・変状箇所を包括し、四方に最低20cm以上の設置余裕しろを確保する。
　　  なお目地を跨ぐ場合も同様である。
　　・固定用コンクリートアンカーはC8*75を標準とするが、損傷箇所や
　　　断面修復箇所に設置する場合は、健全な覆工に定着できるアンカー長とすること。

ネット工（FRPメッシュ） S=1:10

注）・変状箇所を包括し、四方に最低50cm以上の設置余裕しろを確保する。
　　  なお目地を跨ぐ場合も同様である。
　　・固定用コンクリートアンカーはM6*70を標準とするが、損傷箇所や
　　　断面修復箇所に設置する場合は、健全な覆工に定着できるアンカー長とすること。

60*60*1.5(SUS)

60*60*1.5(SUS)

M6*70(SUS304)

M6*70(SUS304)

FRPメッシュ 50*50

FRPメッシュ 50*50

（健全部）

アーチ部

名　称 数　量

10.0m当り

側溝

敷モルタル

16.50

0.048 m3

個

基礎砕石 3.600 m2

1:3

RC-30 t=100

PU-1-B150-H150

規　格

RC-30

(1:3)

U字溝150歩道用細目

18-8-25
V=0.344m3/10m

鋼製溝蓋

CO取壊し

10.000

0.252 m3

枚

無筋 t=70 同殻処理

U字溝150歩道用細目

基面整正 3.600 m2

埋戻コンクリート 0.344 m318-8-25

流末排水工 S=1:10

PU-1-B150-H150

t=70

床掘 0.882 m3土砂　同残土

導水樋工 S=1:5

13*15*1000

160型

φ8、L=80

50
0（

標
準
）

50
0（

標
準
）

ネット工 （ ビニロンメッシュ ） S=1:20

φ8*70(SUS304)

60*60*2.0（SUS）

（健全部）

ビニロンメッシュ

C8*75(SUS304)

60*60*2.0（SUS）

高強力ビニロンメッシュ#8*8

側 壁 部

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮 尺

会社名

事業者名

図面番号 /図示 55

標 準 断 面 図 S=1:50

(超微粒子セメント系)

(けい酸ナトリウム系)
劣化防止コーティング工
(エポキシ樹脂系)

S.L

（歩道）

ブーム型・作業床高12m

(2方向1層)

160型

（PU-1-B150-H150）

断面修復工(ポリマーセメントモルタル)

断面修復工(ポリマーセメントモルタル)

※片側交互規制を行いながら作業を行う。
（ライト付き）

阿南小松島線（加茂谷トンネル）

阿南市加茂町不け

徳島県南部総合県民局県土整備部(阿南)

Ｒ３阿土 阿南小松島線（加茂谷トンネル）
阿南・加茂　トンネル修繕工事

対策工詳細図

実施設計図面

プライマー

不陸修正

含浸-接着樹脂

2方向クロス炭素繊維シート

含浸-接着樹脂

仕上げ塗装

下地処理

はつり除去

表面含浸材

豆板

下地処理劣化防止コーティング剤 下地処理
下地処理

プライマー

断面修復材

ネット工

200～300

ひび割れ

ひび割れ注入用

注入材充填 ひび割れ注入用

注入口

シール材

注入座金

シール材下地処理

下地処理

うき・はく離部

専用座金

専用座金

コンクリートアンカー

コンクリートアンカー

はく落防止ネット

はく落防止ネット

既設覆工コンクリート

250 250

2
5
0

25
0

25
0

25
0

500 500 50

210

15030 30

15
0

30
18
5

160100 100

360

10
0

35

基礎砕石

敷モルタル

鋼製溝蓋

埋戻コンクリート

75 75

CO取壊し

24
5

70

70 160 70

300

ドレン・シーラー

27
～
30

アンカー(SUS)

50
0（

標
準
）

ドレン・コーナー

コンクリートアンカー

専用座金

うき・はく離部

既設覆工コンクリート

下地処理

はく落防止ネット

コンクリートアンカー

専用座金

はく落防止ネット

500500 50

500 500

50
0

50
0

50
0

50
0

ひび割れ注入工

表面含浸材(豆板部)
はつり落とし工

500 2750 500

7502000

道路センタートンネル中心

6500

2750

25
0

35
0

740

高所作業車　3t車程度

炭素繊維シート

導水樋工(目地部)

流末排水工

ネット工（側壁部：ビニロンメッシュ）

ネット工（アーチ部：FRPメッシュ ）

一般車両

カラーコーン

交通誘導員


